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討ーして見ますと、 5年もの Lぼ貝に、 3年もの Lピース貝を使用すれば、巻きは

遅いが、ピンク・ホワイト系統の珠が多く出ることが、結果として、出て来ま

したO この様に、ピース貝の年令差l士、巻きの遅速には影響するが、色につい

ては、その時のほ貝のitえ態に影響されるものが大きいと、言えるようであります。
以上述べた、試験の結果については、皆さん方の今までの考えと多少喰違っ

ているところも有ると思われますが、それについて、御意見等ありましたら、

御寄せドさるよう御願いします。

中国、九州の真珠養殖業雑感 (1)議

高 UJ 平
口 夫

(国立真珠研究所)

2月下旬から2週間程広島県、長i崎県、大分県の真珠養殖場を歩いて来ました。

今度の旅行は真珠では新興県である広島県、大分県当局のお招きにより、長崎

県は}~珠研究会の横瀬幹事のお伴をして講演行脚の旅でしたが時間をみて出来

るだけ現地も歩いてみました。 2月27日、冬の最中ですが[援い陽と心よい汽車

の振動にうつらうつらし乍ら広島に若きましたが、その日は早速広島市の宇品

港から県の取締船広島丸に来って広島湾一週を試みました。

広島湾と云っても英虞湾の10倍程もある広い湾ですがそのなかに昔の海軍兵

学校のあった江間l誌を始め、倉橋島や大小数多の島が散在しており、広島市内

を流れる 7つの河口を持つと云ふ大きな太田川が流れ込んでおる湾です。御承

知の様に広島県は昔からカキの養殖では日本屈指の県ですが、そのカキ養殖の

中心地帯は広島湾です。

この広島湾に昭和26年頃から地元の一部の人や三重県の京珠業者が哀珠の養

殖を始め、最近では岡山県界に到る迄の広島県沿岸諸所に新しい養殖場が設置

されて急、に脚光を帯びて米たわけです。現在の広島県での真珠養殖はこの広島

湾とーとれを県では西部海底と呼んでおりますが一、中部海区、東部海区一三

原市、尾道市や福山市等を含めた悶山県境の方ですがーの3海区に散在してお

りますが、どの海底もfil'[J;承知の様に日本の多島海と呼ばれるだけに大小の島棋

が散私しており地形的にみればカキ、Jl;珠の養殖には昨今好の;場所が随所に存在

※ 1958年4月15日受理

η〈
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重の場合と異る点はありませんけれども、広島の海面が開欣的で潮流が早い個

所が多いので、採苗に("1採苗時期の問題よりはむしろ着生漁場の選定に日擦が

おかれなければならぬわけですが、これも漸くその場所の選定に目鼻がついて

来たわけです。又潮流のおそい場所でも比重が低いので下層での採苗 具体的

には夏期躍層下での採苗が有効であると云う事もわjって来たことです。この擦

にして採出事業の第一難関は突破した様ですからおそらく県内自給の日もそう

速い事ではないでしょう。それにしてもほ貝養成にも避寒漁場の問題がつきま

とうわけですが 彼等の悲願はこの県内定の採苗養成母良が多少でもI附望者性を

帝びたものにならないだらうかと云う事です。このことは私にもよく判りませ

んが、もしそういう貝が出来たとしたら生物学的にも尚l主iい事ですし、

にも役立つわけで司すから彼等のためにこの悲願の成就する事を祈った次第です。

滞在中の1日は地1じの業者の方々と色々と懇談を行いましたが、白紙から出発
した人速が、如何に苦労されたかを知りますと共にその人達の技術も今日では

iたして子供ではないと云う事を感じました。技術研究にi討する熱情は三重の人
達に優るとも劣っておりませんからやがては広島に適合した技術の出来とる日

も近い事でしょう。そして県当局の指導方針も今日以とに広烏県の真珠は拡大

しない一飽く迄も良珠は良習のものでなければならないーこのためには三重の

様な夜殖の二ノ舞はしたくないーと云う事で、一応現在の免許を限度として拡

大を抑制しております。

この様な考え方の県の下で熱心な業者が、現状の経済的の商では欠点とされ

ている避寒漁場のない広島県の水域は本賀的には化粧巻き漁場としての優秀な

耐を持っている事を考えますと、ほんとによい品質の真珠の出来る中心が段々

と西に移って行くのではないかと云う感じを抱き乍ら3月2日長崎県へ向いまし

たο(続)

円引:i:ー午二亡 i

iiafl目前lNi10c--長liiliu
l福山品jiI2123忠誠Ujijii
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真 珠 抄 録

(3)アコヤガイの生活力について

白 井 祥 平

0小林新二郎J950:アコヤ員を冬期の主謀比之島ムと畠怠2
発死三事:について(真珠の研究、第l巻第2号)

当年稚貝、 2年稚貝、 3~4 年貝を室温 (3.5~10.50C)にさらした場合、

12時間迄は凝死が見られない。 18時間でも治んど、 10%以内である。 24日寺
南では3~4年貝、 2 年稚貝が 80%楽死率を示したが、稚良が最も強かった。

しかし、 3日後、 10日後、 1ヶ月後のj占果を見ると、lE:'iに税貝が最も死が箆

多く、 3~4年貝が少い。それ故、本当の被害程度は、 1 ヶ月た L なければ

判らない。

稚貝、成貝共に冬期の空中露出安全時間は12時間以内であろう (編者主主)

0小林新二郎， 1950:アコヤ貝活動の日週性、美麗なる真珠質を分泌する
貝類に仮称真珠醇素の存在を予想して(冥珠の研究、第l巻第2号)

L 貝殻運動の内、平滑筋による閉殻運動には、春三芋五於いては日出直後、

乃至それより 3~4時間内に緊張の援となり、それより急に弛緩して、日

入前後にその極に達し、その後再び緊張して日出に至るという変化を認

めたD

2.体液のPH(酸性、アルカリ性の度合)の l日の変化は臼出直後、乃至

それより 3~4時間の頃と日人前後の2回の谷が認めらわした。

アコヤガイの生活現象として、日出後と、日入前後に大きな変化が認められる

ので、この時簡を考慮に入れて作業する事は重要な事であろう。(編者註)

O本城市次郎， 1948:アコヤ貝の刺戟生理学的研究I.光反応

(生理生態、第、2巻第2号)

アコヤガイは、光が増加する場合には何等の反j忘がないが、光が減少す

る時には反応を起し、急激なる減少の場合には著しく疲労する。

そして光の減少が少い時は外套膜を収縮するのみで、大きな減少の場合は

完全に閉殻する。この現象は光が15-30%減少した時に起るから、アコヤ

- 6 



貝は光の減少に封して担当敏感であると言える。

0渡部哲光， 1952:挿核手術直後の作業員奨死率に及ぼす

季節水混の影響Fについて(哀珠の研究、第2巻第3号)

1.春200C迄の銘死E容は最も多い。これは冬期の衰弱より恢諜後間もない

為と忠われる。

2. 230~250Cの関は、秋、夏共に最も少い。これはこの温度が貝類に最適

温震であるためで為ろう。

3.其の他の混度に於いては、 l、2の中間の三与を示すが、卵抜きの影響も

考えられる。

O渡部哲光， 1950:哀珠の巻きに及ぼす環境の影響(1)

(冥珠の研究、第 l巻第l号)

1.小林博士によれば貝殻に穴をあけて、そこが新らしい貝殻で塞がれる

速度は水温に大いに影響され、 130C以下になると全く援がれなくなる。

又其の他の活動も130C以下で停止する。

2.比重が一定の場合、分泌量は垂下層水温から 130Cを引いた値に正比剖

する。

3.卵巣内に於いては許際、筋肉の間よりも分泌機能が増大する。

O白井祥平， 1955:小湊産アゴヤガイの品種に関する研究 (II)

(東京水産大学水産生物研究会短報、第2巻第2一号)

1.足糸分泌を克ると大貝(殻長5cm以上)は1日平均l本であるに皮し、中

貝 (3~5cm) 、小貝 (3cm未満)では 2本であり、何れの伺{本でも 3本以

上分泌する個体は臨めて少い。

それ故、 l日に於ける足糸の分泌数は、民の生活力判定の一指壊となる

が出来る。

2. 空中にさらした場合の賂死率は、 4cm未満の貝では 30~35時間で全部

奨死する。そして、これ位の大きさでは、員の大小に影響がなく、接死

したので35rr寺聞をもって空気中(夏期280C)の生存限界と認められる。

5cm以上の員では47時間迄生存し持る事を認めた。例外的に60時間生存

した偲体もあった。

。小竹子之助， 1955:アコヤガイ増殖に関する研究 III

細諸によるアゴヤ貝異常務死について (2)

(日本水産学会誌、第20巻第11-1子)

1.細菌に封する感染から見ると、細菌が体表面に附澄した場合H:擢病せ

-7 



ず、体腔内に傷をつけて移植した場合には感染し、それ政手術『後に感染

が多い。

2.季節的な消長は春期(水温23-280C)、秋期 (21-190C)及び冬期(18

-140C)には艶死しない。

これより、水温が200C附近に上昇する時期に楽死が起る事が判明した

が、これは乃ち温度上昇に基く貝の生活力の哀弱に原因している。貝の

生活力の強い時には病原菌aを接待しでも催病しない。

又仮に貝の低抗力によって初期症肢が回復しでも、袋に挿入された玉は

腐った筋肉を巻き込んで黒珠になるので、水温の上昇する時期には生活

力に注意する。

3.予防としては、水の流通のよい所で水深5m以深の所に垂下する。

0111本信之、元木笑輔， 1954 :アコヤガイの生理的研究I

心臓持動に封する稀釈海水の影響(日本水産学会誌、第20巻第3~号)

心臓を取り出した場合では比重の小さい海水程、持動はl平く停止し、比

重1.0030でl時間、1.0040で5-6時間、1.0050-10070に於いて24時間以上

であった。

又貝のま Lでは、逆に稀釈度の少いもの(比重の大なもの)程平く開殻し、

1. 0070のものが最も早く、より薄い海水のものが38-39時間も閉殻し続け

た(生存した)。

これは、通常海水より、稀釈海水に移された時に、その差が大きい程渉透

圧の刺戟が大きく、貝は強く閉めて水の没入を防ぐからで、降雨による侭

比重の場合の楽死の問題が解決される。

低比重になった場合、相当ひどい時よりも少しの時の方が鍔死が起りやすいとい

う撃が考えられる。(編者註)

O国立真珠研究所， 1955: ;真珠養殖に関するνシボジユム記録
足利千枝:貝の栄養をグリコーゲンの含有量から調べたが、貝では貝柱に

紫最も多く、時期としては11月より4月迄が多く、 6、7月が最も少い。

1月貝と 8月貝とを比べると、 8月貝は俗に「水貝」という様に問形成分が

少く、グリコーグンが非常に少い。それl故、グリコーゲン量が排卵時の

indicatorと見られ、排卵の準備のために蓄積されたグリコーゲンは他の

ものに変化するので減少すると考える。

老貝と幼貝とを比べると、グリコーゲンと脂肪の変化に大きな差があるの

であまり抑制しすぎて老貝の肢態にすれば必ずあとで巻きがわるいのでよ

くない事である。

- 8 -



0小林新二郎， 1951 :アコヤ員介殻表面に於ける

総;伏薄片形成の週期性(哀珠の研究、第l巻第3-1子)

1.冬期水温が 130Cになるとー奔に貝殻の形成は止り、それが春迄平均

160日(浜島湾)続く。 150Cの水温で冬眠から醒めるが、春の貝殻形成
の再開には個体差:が著しく、 5月下旬にならぬと大部分の貝の形成は始

まらぬ。この頃の水i置は180Cである。

それ故、 180C以上の水温があれば春の挿核作業、会始めてもよい。

2.貝殻の藷片のfむの揃っている犠な員は恐らく体内の生理週期も規則的
で、珠の巻きも良いであろう。

大貝より小泉の方が、この点から見るとよい母貝と言えよう。

O小林新二郎， 1951 :アコヤ貝に於ける足糸分泌カの年変化

生活力の簡易判定法(哀珠の研究、第2港第1.2-1子〉

1.貝の附議力を見ると、最高7.Ki昆の8月よりも、 9月の方が何れの大きさ
の民でも大きい。

2. 稔員では塩分濃度1O~品以下になると、耐え苦力は著しく低下し、 8~元以下

では足糸分泌が殆んど停止する。

3.哀珠形成力及び足糸分泌力は最高の水温時をすぎた下降期に最高の値

を示す。

4. この事は秋期に於けるグリコーグγの蓄積その他により、夫々分泌液

中の成分、例えばグリコプロテイドの粕性にも変化を生じ、これによっ

て約蒼力が増加するのでドよなかろうか。

5.冬期低水温に過ぎるか、異常環境におかれた時は春の恢復が遅れ、明

らかに生活力が弱まったと判断出来る。

らそれ故、足糸の分泌は直読的に翠珠質分泌力と関係し、その指標とな

る。

。結城了伍、小林新二郎， 1951 :アコヤ貝稚貝雑録(II)

(哀珠の研究、第2語草Lよ之}
アコヤ貝稚貝は境分濃度23.5-20.1説迄は附着に長時間を要しでもほ Y

完全に附着するか、 17.3訴に至って急、激に生活力は装え、 14.3訴以下にあ

っては全く附鷲力を失ってしまう。

尚、 13.5訴以 kの海水ならば、 24時間浸演されて間着力が完全に成いは殆

んど衰えていても平常海水に戻せば完全に恢復する。

しかし、 10.4-10.8訴の場合は 10-30%の籍苑を見るので、も卒、危険な

-9-



条件と見なければならぬ。

0結城了伍， 1951 :アコヤ員の鱈の繊毛運動

I低海分濃度の影響

II硫関空銅に釣する抵抗力

IIIマーキユロクロームの作用

(真珠の研究、第2巻第1.2号)

1.鱈の繊毛運動から見た、低塩分濃度の影響はアコヤガイの適応塩分は20

訴以とで、 iまY完全に恢復し得る限界は13J60以上である。

2.繊毛運動が完全に停止するのは 9.6訴である。

3. 13.2訴の海水では6時間浸漬されても、平常海水に民せば24時間後に恢

復する 0

4.赤潮発生の場合、従来迄硫鰻銅 (CUS04)を用いられたが、これが及ぼ

す影響を調べると、大体安全と見られる濃度は5X10-5以下の濃度に6時

間以内及び10-6以下に24時間以内の浸漬の場合である。

尾回方七氏によれば 10-6の硫酸銅溶液に釣しては 12時間の没演に釘し

無害であると述べているが偲片の場合はや L影響がある。

5.挿核手術の時にピース挿入にしばしばマーキユロクローム(赤チン)

が用いられているが、この影響を見るに10%溶液に20秒浸演した腿片は

24時間後に知行力は完全にうたわれ、組織は崩潰していた。

尚、同じ10%に10秒浸漬した場合、 24時間後に組織の崩演は殆んど認め

なかったが、繊毛運動は著しく減少した。

5%溶液に10秒つけた場合にも、完全な恢復は認められず、 2%の場合で

も2時間後に運動は停止した。

それ故、多くの業者の行っているマーキユロ使用は良くなく、かえって

生体染色用の色素を用いるべきであると提唱する。

。森主ー， 1953:アゴヤ貝の日週期活動

(Venus、XV (l~4)) 

アコヤ貝の翼珠層は1日にl層{乍られると考えられるが、これはほ貝にみ

られる明瞭な生理、生態学的な日週期現象(酸素消費量、体内グリコー

グシ量及び移動距離の変化に於ける)により裏付けられる。

0貝の生活力から見た作業について

5月頃より挿核が出来るが、この頃に行ったものは、冬眠後、未だ力が

恢復していないために、 トロトロ巻き始めその内に放卵期になって中止す
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る様になるので、巻きから見れば悪く、それよりも放卵後7月中匂より8月

にかけて始める方が一息に巻くので光沢もよく、好成績である。

(M哀珠工場長談)

O森主ー， 1954:低毘02海水中のアコヤガイの呼吸(予報)

(Venus， XV (1-4)) 

酸素消費の割合は外洋水の酸素量が、 0.5cc/lになる迄はほ Y正常に行

われ、それ以下になると急に減少する。

一般に員の生活条件がわるくなった時には粁品体(腸内にある糸ゴシニヤ

ク様のもの)は溶解消失する事が知られている。

。高山i舌犬， 1957:昨年度主珠貝搾死についての研究(本誌第l号)

Oi記l11;5夫， 1956:真珠貝の夏期警告死とその針策について

(全国真珠漁協真珠資料第l号)

L冷潮

8-60Cに於いて、 600-700時間で終死が始まり、その後300時間で全

滅。

2.淡水
梅雨期、台風期に被害が起る。

比重1.0070の場合40時間で開殻。

3.夏期奨死の;状態

7月下旬より認められ8月上匂が最もひどく中句になり減少。

作業貝では手術直後のものに多く、平均10-309昔、最高70%で、一般
作業貝(rJ:.5-25%の籍死率がある。

iほ貝では 1-10%で、生l三令別では老貝に多く若員に少い。挿入した核

のサイズ別では大玉の方が多く、小ヨミの方が廃死が少い。

漁場別では、一般に湾奥部の方が多い(潮の流通のわるい所)。一般

に漁場の浅い個所。

比重では、 14.50になるとかなり運動がにぶり、 12.∞になると80%減

退する。 9.00になると僅かに動く程度で6.∞では停止する。

一般に貝殻は高い比重に強いものである。

水温では生活条件に最もい Lのが23-25
0

Cであり、27-280C附近が境

界になる。

300C以上の高水温では異常を来す事になる。

真珠貝の警戒水温としては2800付近である。
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翼珠貝の体成分の季節的変化を見ると

成熟期 2 月 ~5 月

生殖期 6 月 ~8 月

肥大期 9 月~ 1月

であり、 8月はグリコーグンが最も少く反弱している。芯只は才!':fiに

比してグ日コーグン;誌が少くて生活力が弱いとi蓄える。

。青木駿， 1957:農業の真珠貝におする影評 (;4;:誌ノili'EPJ)

投薬のエシドリンがアコヤガイに封する毒性を調べた結果、 i制作技の

ものが一番強く、致死限界け、海水?希釈濃度て~10万倍位であれまi与をとった

満3~4年貝はそれに比べて弱く、 100万倍伎が致死限界であった。

採誌しつ iある1!li貝では年をとったものより強い。

現在一般の問先JHこ散衡されている濃度では大丈jとであると考える 0

0小川良穂、伊藤勝千代， 1955:七尾湾に於けるず当ヰヰギ辺

利用に関する研究(日本海l三水研研究報、協2¥).) 

アコヤ貝の愉送は50時間以内であれば春、豆、秋でもあまり危険がない

事が明らかになった。

又、冬期低水温による箆苑は水温80C以下の場合にはi:l:立を要するo

O小)11良徳， 1952:アコヤ貝の空中活力について(予報)

(医学と生物学、第23巻第3号)

七尾湾の2年貝を科舟して 06. 5~9. 20C)に露出した場合の箆死

本について調べた。

12時間蕗出のものは、 10日後に49昔、 24時間のものが20J=1後に2%の銘死を

見たのみで大丈夫であった。

。小林新・二郎、東畑正敬， 1948:アゴヤ良の冬期の生活力について(1).(2) 

(EI本水産学会誌、第14乏翠iえi
アコヤ貝 VJ:.、 rc以下に於いては全く|払攻、7~130Cに於いては治んど間

設し、時々微動、 13~150Cに於いてはや L 活動し、 150C以上に於いて活

設に運動する。

従って130Cの水温が貝殻運動の眼界水誌である。

。)I1本信之， 1957:アコヤ介の比重にi討する抵抗力について(本誌第3サ)

アコヤガイは低比重に封して非常に33いものである。

貝が安芸死する理由は抵比重海水に入った[時の貝の体液の氷点降下!交が急激
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3.低塩分濃度では、 S=22.6訴から低下し始め、 13.0訴で、停止した。

4.染色軒、メナレシ、ブYユー(青色)では10-6-10-7モノレの濃度溶液
中で70%促進された。

0小林博， 1955:アコヤガイの環境変化に封する抵抗性の研究

zιぶ践rJ)持動について(水産講習所研究報告、第4巻第l号)
1.心臓の持勤停止温度及び規則正しさから見てアコヤガイの生活適温は

12-24
0

C附近迄と考える。

2. P.Hの影響は6.4以下より著しい;jg哲をうけ増大した場合は著しい変化

が見られぬ。

乃ち酸性に弱い。

3.稀釈海水の影響は急に{ノi二mさせた場合は50%稀釈で、除々に詰めた均合
は30%で持勤は停止した。

0小林博， 1955:アコヤガイの環境変化に釘する抵抗性の研究

(3)衝撃に釘する介殺の強さ (水産講習所研究報告第4，寺第 l~号)

1.貝殻に重錘を溶してこわれる限界を調べた結果大きさと、力の強さと

は6.0-7. Ocmの大きさ迄は正比例している。

2.成長して強くなるのは貝殻中のカルVユームの量が増加するためでは

なく、単に設のj手さが増加するからである。

3. 愉送に当つては殻尚6.0-7.0cm以上から行えば損失は少い。

0山口正男， 1955:アコヤガイの主主殖とその真珠 (水産増殖読者No.9)

第 322 生理、生態

(2)環境条件と生活力

aぷ」墓
比較的高i械に適する生物で、最適比重は1.020-1. 025である。

比重に対するアコヤガイの生活力 (死亡に至る日数)

年三「一比 三一一[
満l年貝 3 日 3.78 I 3.8日 8. 3日 4. 5日
満2年貝 I 3 3.7 3. 3 8.3 4. 5 
満3年長 3 I 3.7 I 3. :3 I 4. 7 I 5. 7 
満4年貝 I 3 3.7 I 3. 3 8. 3 3. 5 

平均 3 日 3. 7 3.5 7. 4 4.6 

(三重水試1902)

-14 



b)空中活力

空気中に放置した場合は、高年令の方が強い。

冬期より夏期の方が死は早い。

アゴヤガイの空中活力

ノ司γ、
年 Jμ L 

直射光線の所 蔭 所

J話 l年貝 3. 3 日 5. 2日
i協2年貝 3. 3 5. 2 
溺 3年貝 4. 0 6. 3 
j議4年貝 4. 0 5. 7 

平 i勾 3. 7 5. 6 

件

湿気を給与した

7. 3日
7. 3 
6. 3 
7. 5 

7. 1 

(三重水試 1902) 
c)水 j昆

SOC以下の低水誌が停滞すると死に至る。
三重水試の調査結果によると

(1) rcで118日寺問、 80Cで39時間経過後、各年貝は籍児を始めた。
(2) 80C539時間、 70C195時間経過後、各年貝が艶死を始め、その後

50Cで32時間60C224時間、 70C96時間を経て賂死は増加し、 14日間

で全滅した。

(3) 80C99時間、 TC454時間、 60C52時間経過後艶死を始め、その後、

TC220時間、 60C4時間経過後全滅した。
足糸の附澄E容は小林博士嫌によれば、水温とほ Y平行し、稚貝では塩

素量10訴以下になると耐え雪力が急に低下し、 8訴以下では停止する。

父、結城楽楽によれば足糸分必は昼間より夜間が多く、日没後に始ま

り日出後に終る。

。足利千枝， 1947:アコヤガイの生化学的研究

(第3報)貝肉の部位別並びに雌離別によるグリコーグシ含有量

〈日本農芸化学会誌，第23巻第2冊)

グリコーグン量の最も多いのは貝柱であり、夏期では最も含有量が少く

なるが、外套膜、鱈、足では年中ほ Y一定である。冬期貝肉表面が白くな

一一豆0)旦Z12zZ三笠竜童巴主豆長企竺， -泉主土色量も童~全土豆
灘小林新二郎， 1951 アコヤガイに於ける足糸分泌力の年変化(真珠の研究、第2巻第1.2号)
楽療結城了伍， 1952:アコヤガイの足糸分泌に見られる日週期活動 (1)

(真珠の研究、第2巻第4!号)
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宮 庁 通 報

今回は、主として関心の高い税に関するものを二、三取りあけYこ。

水産庁漁、政部長殿 同和32年10月31臼
国税庁産税部長

粗悪真珠の廃棄処分に伴う法人税及び所得税の取扱について

標題のことについては、下記により取り扱うこと Lし記したから御了承下さい

記

1.真珠業者の取扱

1) 真珠業者・が日本真珠輸出組合にますして、相思真珠を供出した場合におい

ては、その養嫡費用などの原価は当該供 111 した~日忠真珠について受けるべ

き補償金の額が確定するまでは、これを損金又は必要な経費に算入しない

ものとする。

2) 真珠業者が、組合に支出した特別賦課金又v:l:処分協力資の規定に基く検
査手数料の引下げ分に相当する金額は、これを支出した日の属する事業年

度又は年分の損金又は必要な経費に算入するものとする。

3) 真珠業者が受け入れる補償金は、その支払の確定した日の属する事業年

度、又は年分の益金又は事業所得の総収入金額に算入するものとする。

但し、真珠業者が粗悪真珠の供出に当り、交付を受けるべき補償金をあら

かじめ辞退したことが明らかである時は、当初Jから交付が行われなかった

ものとし、贈与等としては取り扱わないものとする。

2 日本冥珠愉出組合の取扱

:f)]事業年度においては、イ反受整現の問題は生じないこと Lなるはずである

が、次事業年度以降については、粗悪真珠の供J11見込特別賦課金等の収入見

込及び、廃棄計画等が明らかでないので具体的事実が発生した際に別途協議

すること Lしたい。

国税庁直税部長殿 昭和32it三9月12月
水 l!l~庁漁政部長

粗悪哀珠の輸出禁止とその廃棄処分に伴う課税借置について

冥珠の輸出振興の見地から品質向上及び価格維持を図るため、輸出入取引法

に基き、昭和32年4月1日輸出組合員の協定により、又、 4月16日付通産省令第
54号により犬々粗恐真珠の輸出業と措置がとられ、これに伴う行政論置として、
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粗忠~珠 (500貫)の集荷処分を行わせると与もに、莫珠検査規則の一部を改

正して、検査手数料 15円」を 12円50銭」に引下げ、その分を組合員及び非組

合員を問わず、輸出組合に醸出せしめ、粗悪真珠補償資金の一部に充当せしめ

るよう指導しているものであるが、上記集荷処分などに関連して下記事項につ

き税制j聞からの特別措置を認められるよう特別の御配慮、を願いたい。

なお、輸出組合の事業計耐の概要弦びに関係資料を別紙のとおり添附する。

行己

1.真珠業者の場合

1) 粗悪及:珠の供出について

輸出可能の粗思民珠は。製品として記帳(総平均法使用)されているため

供出による分を棚卸差損として経理する。

2) 供出巽f~ミに釣するおn償金の受入について

目的と内容からみて販売でないので、倒人は雑所得、法人は雑収入とす

る。但し、供出をして補償金の受入をしないものは、所得又は差金扱とし

ない。

2. 日本真珠輸出組合の場合

輸出組合は真珠輸出検査手数料の引下げ相当分を特別賦課金(組合員)、処

分協力費(非組合員)として徴収するが、これらは粗悪真珠の供出者に釣す

る補償のための資金として受入使用(処分のための人件、事務費を含む)す

るものであるので、翌事業年度の補償に充当するため仮受金に整理も益金に

計としなかった時はこれを認める。

全国立珠養殖漁業協同組合長殿 昭和33年2月17日

伊勢税務署長

むき貝等に封する物品税の取扱について

平素より物品税率務について、いろいろと協力有難うございます。

くず哀珠を用いたむき貝、かん詰、標本額等の取扱については、従来 i個当

り100以下のものを課税しないことに取り扱っておりましたが、今後はド記の

とおり、これら物品の取扱が明件ーになりましたから関係業者を御指導下された

くお願いいたします。

ーニ1
日い

1.むき貝、冥珠のかん詰

現在、販売されている程度のむき貝、実珠のかん詰は、くず真珠と認めら

れしますから課税さわしまぜん。

Q
V
 

寸
1
4



2.翼珠標本額

真珠襟本額は、その使用されている真珠が例えくず珠であっても、真珠と

しての装飾的価値を主眼としたものと認められるので「真珠を用いた製品」

としてl個またはl組につき1.200円以上のものは課税されます。

国税局長殿 昭和132年10月4日

国税庁長官

真珠養殖業者の有する施術貝等に主すする価格変動準備金勘定の設定に

ついて

真珠養殖業者が、その有する稚貝及び母貝を原材料又は貯減品とし、施術只

を仕掛品等として経理し、これらについて価格変動準備金、勘定を設定した場

合には、その計算を認めること Lしたから、今後処理するものから、これによ

り取り扱われたい。

[会報 1
1. 32年度総会

32年度の総会は、 3月26日午前10時より、伊勢市真珠会館3階に於いて開催

されたO

当日は雨天であるにか Lわらず!日年度の総締く Lりであり、又新年度の発

足でもあるために多数の参加者を見る事が出来た。

司会は山本文栄氏によって進められ、先ず議長として同じく山本氏が指名

され、議事は進行された。

議題

1) 経過報告 常任幹事横瀬 寛一氏

昨年度研究会の成果の報告が中村代表幹事欠席のため代理で説明され

た。

2) 新年度事業計画 常任幹事横瀬賞一氏

昨年1年間の事業を審議して運営委員会で検討されたテーマを発表し

た。

(1) 真珠養殖の実態調査

発足当時からの懸案であった実態調査は、本年より行う事になり、

実態調査委員会を設立し、県庁、全国i魚、i協と打合せを行い、実施の

第一歩を踏み出す事になった。
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研究会機構並びに33年度新役員
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(8) 生産面に於ける広報活動

P.Rを東京のP.R分科会の協力のもとに行う。 (担当横瀬)

(9) 会員の親睦活動

会員相互の親臨を目的として、野球大会(5月)、運動会 (11月)、

リクリエ-i/ヨンを行う (担当 丸山)

帥基鑓研究分科会の充実

毎月開催している例会は主として技術研究聞の人々によって構成

されているので、今後は賢島の留立哀珠研究所で開催する事になっ

た。(担当間部、丸山)

(質関)

高山活夫:例会は毎月行われているが集る人員も少く、発表資料も少くな

って国難になってきたので、踊月に行つては如何、研究会は隔月にし

て、その間の月に基礎新究を行いたい。

中村忠臣:毎月間く事は幹部の方でも重荷であろう。

出席率の多少と開会とは切り離して三与える必要がある。

熱意のおる人は毎月でも開きにきたいと思うので出来れば毎月行って

:買いたい。

様泌i寛一:各地区の幹事の当番制として幹部丈でなく、会員の人々の手で

例会主ピ開く様にして行きたい。

中村:常任幹事に比して地底幹事の熱意が足りないと思う。

各地区持ち廻りとして横の連絡を作りたい。

尚山:現在の例会をもっと広くしてそれらの事も例会の中で皆で討議し

て行ぎたい。研究会の仕事として、資料を内部的に蓄積する事と、養

鶏業者を指導啓蒙して行くという二つの方法があり、後者の方がより

重要である。

会員:明究会が地方に出てもっと業者に喰い込んでもらいたい。忙しく

なると出て来れないので各地区で研究会を有ってもらいたい。

成瀬五ケ所で行った開でも解るが、入手が少いので各地区幹事さえや

ってくれ Lば研究会の方でも可能だ

この撃については饗議の結果、偶数月 (4丹、 6月、 8月・…)は伊勢の兵事長会

館にて 窃数汚 (5月、 7月、 9月…・・)は各地区に於いて例会を持つ苓にした。

そして地区に於いて行った時は、その地主主の声や資料を収集し、発表する率

にしたいので充分照窓綴いたい。地区は追って発表する。

3) 役員改選

っJU
勺
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英虞湾の概況
水温は{例年に上hzi安すると湾奥部

は90C前後で変化は認められな

いが湾口部の沿岸水がかなり低

温を示し、谷口座沖の湾口間近で

は11oc前後で30~40C低混とな

っている堪宗室も水混同誌湾口

部が低く 18.80%of背後、

では 18.50%。で、大体安定して居
マ
00  

の飽和度は{."J全般に飽和

紋j逗で99%前後を示している。

Planktonは先月より減少して

いるが比較的湾央部に多く外洋

水の影響のある誌域では年間の

最小憶を示し従って組成(l~には

磁器類裳退が目立ち、湾口より

に遷移している。主なもの

で Skeletonema，Chaetoceros 

は先月と変りはない。

英虞湾観測表 1958年1月初日施行 三重県水産試験場

地 点 1 2 3 4 5 6 ? 8 9 10 11 12 13 14 

対出 名 浜 島 追 子 矢 耳支 Il事 ロ 越 資 間 1時 四ツ島 布施回 片 回 立 神 神 明 弟露 方 多 徳 奥神明

時 刻 9.20 9.40 9.50 10.00 10.18 10.30 10.48 10.58 11.10 11.40 13.30 13.50 14.07 

Om 10.7 11.35 11.0 10.9 10.8 10.6 9.3 9.2 8.8 8.5 10.1 10.4 10.2 9. 7 
水 iIfU 2m 10. 7 11.4 n.1 11.2 10.8 10. 7 9.3 9.2 8.8 8.4 10. 1 10.6 10.2 10.9 
。C 5m 10. 7 11.2 11.2 11.3 10.8 10.8 9. 3 9. 2 8.9 8. 7 10.1 10.5 10.3 10.6 

B 10.4 11.7 11.0 12.3 11.2 11. 2 9.8 9.2 9.1 8. 7 10.3 10.6 11.0 

Om 18. 77 18.86 18.92 18.87 18. 79 18. 71 18.49 18.55 18.42 18. 11 18.54 羽田 18. 71 18.41 
塩素翠: 2m 18. 77 18.93 18.92 18.89 18. 77 18.74 18.49 18.43 18.47 18.17 18.51 18. 58 18.57 18.43 
。//00 5m 18.84 18.88 18.89 18.91 18. 77 18. 71 18.56 18.41 18.42 18.29 18.51 18. 58 18.60 18.49 

B 18.84 18.部 18.85 19.11 18.92 18.84 18.57 18.51 18.54 18.20 18.10 18.64 18. 71 

Om 6.22 6.54 6.30 6.35 6.5ヨ 6.88 6.40 6.46 6.44 
2m 6.15 6.20 6.74 1 6.25 6.57 6.54 6.93 6.44 6.50 6.49 

強:
5m 6.10 6.18 6.95 6.24 6.21 6.58 6.67 6.42 6.51 6. 79 

cc)L B 6.22 6.22 6.03 6.14 6.57 6.5つ 6.12 6.47 6.43 6.25 
暴プ露R 

飽 Om 99.5 103.6 98. 1 95.1 98. 3 102.2 98.8 100.6 99.4 
和 2m 96.4 99.2 1邸.8 97. 4 99.4 98.9 103.0 99.4 101.2 100.2 

愛 度
5m 95.6 98.9 95.2 98. 1 93.9 99.6 99.9 99. 1 101.4 105.8 

% B 97.5 99.5 98.4 97.3 99.4 98.3 99.9 100.2 100.2 9づ.3

Om 
2m 

P. H 
5m 
B 

Plankton沈澱愛
15.0 14.5 7. 9 4.0 16. 3 22.9 22.4 33.4 44.0 9. 7 42.2 87. 1 69.5 13.2 ccjm3 

水 深
立1 10.9 14.0 8 16. 3 28. 0 20.8 i 16.2 19.0 10.2 7.9 7. 9 9.0 25.0 5.0 

水 色 8 6 8-9 8 8 8 9 9 9 9 9 9 9 10 

透 明 度m 7.6 9.3 8 9.9 10.6 8. 7 7.3 8.2 8.2 7.8 8.2 7.3 10 5.0 

波浪ウネリ 1-0 1-0 1-0 2-0 1-0 2-0 2-0 1-0 1-0 2-0 1-0 2-0 2-0 2-0 

気 滋しー。 6.2 6.4 5. 9 6.6 6. 8 6.4 7.5 7.5 7.4 8.0 8. 3 8.5 8. 3 

]ilil. 肉 す1 NW-1 NW-1 N-2 NW-3 NW-2 N-3 NW-3 NNW-2 NNW-2 NW-3 WNW-2 NW-3 NW-2 W-2 

雲 f霊 。 。 。 。 。 。 。 。 。 G 。 。 。 。
天 気 B 8 B 1ヨ B ち B B B B B B B B 

mm 



。五ケ所湾の概況

水j昆は英虞湾関様湾口{1f)

がかなり低温で例年より

30~40C 前後降下してい

る塩宗室は雨水の流入に

より表記水は低下し、 8.

31960を示しているところ

もあるが好天と共に回復

するものと志われる。

五ケ所湾観測表 19回年1月28日施行 (三重県水産試験場)

土也 占 101 102 1回 104 105 106 107 

t也 名 ?湾 ロ 宿 追 間 内 瀬;紛 越 五ケ所 神 原

待 亥日 10.40 1l.1O 13. 30 12.46 12. 35 ll.部 12.10 

o m 10.9 10.3 9.5 9.8 10. 1 10.2 9.9 
オt 混 2 m 11.1 10.5 10.6 1l.2 11.0 11.6 1l.7 

。c 5 m 12.4 11.9 1l.0 U8  1l.6 11.1 1l.5 

B l3.2 13.0 ll. 1 11. 8 I 12.1 12.1 12.1 

o m 18.65 ! 18お l7. 63 l7.17 l7. 02 12. 83 8.31 
塩素愛 2 m 18.71 I 18.55 18.53 18.66 18.65 18.83 18. 79 

%。 5 m 19.01 18.92 18.56 18.92 18.87 18.85 18.42 

B 19.32 19.13 18.59 18.96 18.96 19.03 19.00 

7・ランクトン
35.2 6.6 15.8 

沈澱琵:どc/m3

水 深江lJl 20 0< 2.0く 18. 5 11.0 I 20.0 17.0 

色! 6 6 6 6 6 6 6 

透 明 度 5.0 4.0 5.3 4.8 6.0 6.5 5.5 
日1

波浪ウネリ 1-2 1-1 1-0 0-0 0-0 0-1 0-0 

気 温。c 7.8 8.6 12.0 14.7 1l.0 10.6 10.8 

風 向 カ NE-1 N-1 S-l 0-0 0-0 0-0 0-0 

雲 蚤 10 7 4 4 6 8 8 

天 気 C B C B C B C B C C C 

一 一
お





@五ケ所湾の概況

水温は英摂湾と同様の海

況で湾奥は変化なく、湾

口部で2"C程度低混を示

している。

訪問観測の五ケ

所湾では 12.83先。の低下

を示していたが今国では

18.83訴と回複して

般に安定して米ている。

五ケ所湾観測表 1958年2月22日施行 (三重県水産試霊会場)

士lil 占 101 102 103 104 107 

J:1包 ノ寸念コア fzg ロ 宿 迫 間 内 辞買 船越五ケ所 神 原

i待 亥Ij 9.20 9.50 10.05 1l.20 13.15 13.35 14.55 

o m 12. 82 12.82 10.68 1l.15 1l.12 1l.60 1l.38 
オぇ i孟 2 m 12.82 12.82 10. 78 11. 05 10.95 10.90 11.38 
。C 5 m 12.82 12.78 10.82 1l.18 10.85 10.80 10. 96 

底 12. 65 10.88 10.80 1l.15 10.72 10.57 10.65 

o m 19. II 19.08 18. 76 18.00 18.84 18.82 18.66 
複素琵: 2 m 19.16 19. 15 18.89 18.07 19.00 18.92 18.94 

0/0/ 0 5 m 19.15 19. 16 13.95 18.03 18.97 19.00 18.99 

E支 19.16 19.01 18.95 18. 13 18.93 19.01 19.05 

7
0 

"7ングトン

沈澱長: ccjm3 

水 深 35.0 23. 5 20.0 17.5 1l.5 17.5 18.5 
口1

水 r己， 

透 明 度 12.8 11.0 7.0 6.0 7.5 7.5 6.9 
m 

波浪ウネリ 2-1 2-1 1-0 1-0 1-1 1--1 1-0 

気 1昆 12.4 12.5 14.8 15.4 14.8 15.2 15.5 
。C

鼠 向 カ NE-1 NE-1 E-1 N-1 SW-2 SW-2 jSSE-1 

祭 翠: 。 。 。 。 2 2 1 

ヲミ 気 B B B B B C B C B 

η
，“
 ハ4
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(九州地区)

花沢栄一

下逮重正

宍二開設助

持

矢野主税

茂野邦彦

原静止

上村 j台

沖沼吉之助

西村清太郎

八木原崎之

木三徳

八木涼祐

随分八郎太

本恒松

(神戸地区)

国鉄二

吉台梅次長1)

宮内徹夫

(東京地区)

山本宗夫

(共の他)

福本洋

r!J丸陽太郎

みつわ哀球 大分県佐伯市片神

太 1lf~ 漁業 長崎市元船時lの3
大屋真珠 長崎県北松浦郡鹿町町大震

熊本玄珠潟、組 熊本県天草郡絵ぬIlfJ大学問村

明光真珠 熊本来牛深1'11久玉中之ii¥i
宮崎県沿岸漁薬指導所 宮崎県延岡市土々呂町洲の品

玉之浦漁協 長崎県南松浦郡玉之浦町

長崎県宝蚊郡郷ノif1illlJ
。 西彼杵郡部海村横滋郷
グ グ 亀岳村免許fi
/，' /，' 西ilIj:村丹約郡

琴海真珠 i魚紙 グ グ ;tj松付村j公郷390のl
。 川棚町・新谷郷

北村

アサヒ京珠

。 下県郡豊玉村夕日麦
島根県周吉郡西郷町中町

村!戸市‘灘区議原本II汀5の6(8) 9936 
0 生出IKttUJ手通iの70
大i波市部品誌都島本通

東京都新宿区須賀町

愛知県春日弁r!J宮tflr与八山57の2
平沼方

山口裕男 j額 j間漁場

科奈川i採真鶴町1582
沼津市街鴻大瀬

編輯後記

0毎月の事乍ら、 15日になると誌屈がうづまらず、青息吐息で業務も

につかぬのが現肢である。

くこの苦しみから解放させて頂きたい。

0そのために苦肉の策で、今月から会員の投書織を設けたから、これ丈

f立は毎月うづまる誌に;意見を送って下さい。

0役員名簿中、地区幹事の決定が遅れているので、~ミ月号に発表する

にしました。御了承下さい。 (S)
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